
放射性廃棄物の処分技術の確立

研究機関や医療機関から発生する放射能が低い廃棄物（低レベル放射性廃棄物）の埋設処分に取り組んでいます。
現在、埋設施設の安全な設計に向けた技術基盤の整備を行っています。

地質環境の調査・予測及び地層処分システムの設計・安全評価に必要な研究開発を行っています。

低レベル放射性廃棄物の埋設処分

高レベル放射性廃棄物等の地層処分研究開発
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地層処分
システム

地層処分システムの
長期挙動の理解

加速器質量分析による
地質試料の年代測定技術開発

地下を模擬した環境での
放射性物質移行データの取得

実際の地質環境条件での
研究開発

坑道へのセメント吹付け遠隔施工試験

300m
以深

● 最終処分の安全規制・安全評価のために必要な研究開発
● 深地層の科学的研究等の基盤的な研究開発
● 最終処分技術の信頼性向上に関する技術開発等

JAEA他関係研究機関

監督

規制

● 事業の安全な実施
● 経済性･効率性向上のため
の技術開発

● 基本方針の策定
● 最終処分計画の策定
● 安全指針･基準等の策定

NUMO＊ 国

JAEAにおける研究開発 わが国における地層処分の体制

地層処分のイメージ

廃棄物を埋設施設に受け入れる際の放射
能濃度に上限値を設け、これを上回る放
射能濃度の廃棄物は受け入れません。

①濃度上限値の設定

放射性物質の移動を抑制する機能をもっ
た埋設施設を建設します。

②放射性物質の移動を抑制

埋設後、放射能の減衰により、仮に掘削し
たとしても安全な状態となるまでの間、施
設に立ち入り制限を設けます。

③放射能の減衰

立ち入り制限の間、監視（環境モニタリング）
を行い、安全性を直接確認していきます。

④長期監視

＊NUMO（原子力発電環境整備機構）：地層処分事業の実施主体

（特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針に基づく）

事業と規制を支える技術基盤

安全を守る基本方策
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ピット埋設：約300年

トレンチ埋設：約50年
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放射能は自然に減衰していくので、受入濃度の上限値を設ける
ことで、一定期間経過すると埋設施設は安全な状態となります。
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高速炉サイクル技術で
豊かな未来社会を実現

ウラン資源の有効利用、高レベル放射性廃棄物の有害度低減につながる高速炉サイクル
技術を確立し、人々が安心して豊かに暮らせる社会の実現に貢献します。

UbiquitousSustainableSynergy

社会にもたらすイノベーション
現在の軽水炉などに比べ、
ウラン資源の利用効率を
飛躍的に高めます。

放射性物質の量を減らしたり
半減期の長い物質を半減期の
短い物質に変換します。

「常陽」で高速中性子を
活用した医療用RIの製造
技術を確立します。

医療用ＲI を
含む薬剤

がん細胞を叩き治療

高速炉サイクルの開発による社会貢献

■ 海外情勢に左右されずに長期的かつ
安定的にエネルギーを確保します。

■ 高速炉を使うことで燃えないウラン
を資源に変えます。

■ 高レベル放射性廃棄物の有害度を
低減します。

■ がん治療に高い効果を有する医療用
ラジオアイソトープ(RI)を国産化します。 回収したプルトニウム、

半減期の長い物質を混合
した燃料製造

高速炉

使用済燃料

再処理
燃料製造

燃  料

プルトニウム
半減期の長い物質

高速炉サイクル高速炉サイクル

回収したプルトニウム、
半減期の長い物質を混合
した燃料製造 資源として生まれたプルトニウム、

半減期の長い物質を分離・回収

・燃えないウランを資源に変える
・半減期の長い物質を短い物質に変える
・医療用RIを製造する

人材育成コンシェルジュ
高速実験炉「常陽」 運転再開後の期待

「常陽」はOECD諸国で唯一の高速中性子照射場を
提供できる高速炉です。運転再開後は、国内外から
寄せられる多くの ニーズや期待に応えていきます。

高速炉実証炉開発 基礎基盤研究
核融合炉開発

医療用RI 製造など
産業分野

人材育成
国際協力


